
座学研修 中郷・竹崎牧野で行われた実地研修

阿蘇圏域手話奉仕員
養成講座のご案内
　阿蘇圏域手話奉仕員養成（研修）講座を開催します。
　手話奉仕員とは、手話を身につけ、社会生活などにおいて、手話を
必要とする聞こえない人・聞こえにくい人と、手話がわからない聞こ
える人との意思疎通を支援する人材です。

■日程
　【入門課程】4月11日（金）から8月22日（金）まで
　【基礎課程】9月12日（金）から令和8年3月13日（金）まで
■時間
　毎週金曜日、午後7時～9時まで
■会場
　おぐに町民センター
　小国町大字宮原1567番地1
■申込方法
　4月11日（金）から会場で受け付けます。
　ただし、5月2日（金）をもって締め切ります。

■受講資格
高等学校卒業以上の学力を有した人で、
手話通訳活動が可能な人とします。なお、
令和8年3月に高等学校卒業の見込みが
ある人は受け付けます。

■受講料
受講料は無料。ただし、テキストや教材
代として8,590円は自己負担。

■問い合わせ先
熊本市中央区水前寺6丁目9番4号
（一社）熊本県ろう者福祉協会
　℡096（383）5587

野焼きプロ人材認定制度について
　本事業は本村において草原維持が困難になりつつある中で、牧野組合または地区などの一員として草原維持作業
を担う野焼きプロ人材の育成を目的としています。対象者は野焼き実施主体地区外の人で、輪地切りをはじめ火消
し火付け、現場指示も行える人材育成を目指します。
　2月15日に2回目となる研修会が開催され、冒頭では昨年度プロ認定した4人へ村から野焼き衣装が贈呈されま
した。認定された4人は今後も対象牧野において現地研修を継続し、草原維持活動に携わっていきます。研修会は
午前中に座学研修、午後に中郷・竹崎牧野をお借りし実地研修が行われました。計5人が参加され、皆さん真剣な
表情で受講されていました。

〈問い合わせ〉大阿蘇環境センター未来館　℡0967（24）5353
水・環境課 環境保全係　℡0967（67）3176

　10月1日（水）から、家庭から出たごみを「大阿蘇環境センター未
来館」および「南部中継基地」に直接持ち込む際のごみ処理手数料を
改定します。
　今回の料金改定は、近年の物価上昇などによるごみ処理経費の増
加に伴い、「受益者負担の公平化」、「ごみ処理経費などの確保」を目的
とするものです。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
※大阿蘇環境センター未来館：下野、立野地区の住民のみ持ち込み可

※10月1日（水）以降、直接持ち込む際は「透明袋（中身が確認できる袋）」で持ち込みができます。
　ただし、これまでどおり必ず、可燃、不燃、資源ごみに分別して持ち込んでください。
※「指定ごみ袋」で持ち込んだ場合も料金は徴収します。
※ごみステーションに出す際は、これまでどおり必ず「指定ごみ袋」を使用してください。

大阿蘇環境センター未来館から
「ごみ処理手数料」改定のお知らせ

10㎏：無料　20㎏：100円（税込）
（10㎏毎に50円加算）

現行料金

10㎏：100円（税込）
（10㎏毎に100円加算）

改定後料金

【直接持ち込む際のごみ袋について】

　産地交付金※とは、地域で作成する「水田フル活用ビジョン」に基づく、二毛作や耕畜連携などを含む産地づくり
に向けた取り組みを支援する制度です。国から配分される資金枠の中で、南阿蘇村地域再生協議会が、助成内容（交
付対象作物・取り組み内容・助成単価）などを設定します。
　令和6年度の熊本県・南阿蘇村の助成単価は下表のとおりです。

※交付決定および支払日は、3月中に支払いをしています。

地域農業再生協議会からのお知らせ
令和6年度産地交付金の交付単価

〈問い合わせ〉地域農業再生協議会　℡0967（63）3122

そば 基幹作のみ

大豆・そば・麦 基幹作のみ（担い手=認定農業者・
集落営農・認定新規就農者）

WCS用稲・飼料作物 資源循環の取組（耕畜連携・基幹・
二毛作）

そば・飼料作物 二毛作助成

地域振興作物（野菜・花卉・花木・
果樹・雑穀・その他） 基幹作のみ

地域振興作物担い手への（野菜・
花卉・花木・果樹・雑穀・その他） 基幹作のみ

地域の設定

熊本県

南阿蘇村地域
農業再生協議会

対象作物 取り組み内容 交付単価

20,000円／ 10a

15,000円／ 10a

13,000円／ 10a

14,000円／ 10a

11,000円／ 10a

14,000円／ 10a
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